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l 表

Mischschmelzpunktder4･Nitio･azobenzol･carbons凱lre-J4-esteroC

10･cis 1 10･cz'S 10liyans･110･Lrans
121Cis 1 12-1yans I 12･cl's F 12･LralZS

Substanz I ,L.E.r/mE

Bombykol(maturlich)

C8H7-CH-CHICH-CH-(CH2)8-CH20H

10-cl'S,12-cisIHexadekadienol･(1)
10･cis,12-transl
10･trans,12･cis1

10･LraTIS,12-irons-

I

ⅠⅠ
ⅠⅠⅠ
ⅠⅤ
Ⅴ

10-1ひ

1

10-2

10-12

10

氏:Phenyl)とし,これにUndecylensaureathylester

の03酸化でえた W･Oxo-nonan-Carbons畠ure･1･畠thyl-

esterを作用させて cis,irans･Hexadecen･10･in･12･

carbonsaure･1･畠thylesterなえた.このものは誘導体

をへて irallS体のみをえたチ)Lz'ndlar触媒で水添,吹

'vlで LiAII14で道元して 10･trans,12･cis体 Ⅳ をえ

た.このものの 4･･N･B)は天然物のそれとの況融で降下

を示さない. 又このものから Ⅰこの存在下 10･iyans,

12･trallSVをえた.

皿) C5+Cll;Pentin･(1)-Lithium を Undecen･

10-01･(1)を Monoperphthalsaureで Epoxydとし

一方の Alkohol基を 2,3･Dihydropyran :Rで保証

した Cll化合物 (RO-CH2-(CH2)8-CH-CH･_,)を作用
＼o/

させ,統合生成した第二級 Alkohol基を Tosylatに

してから KOH で処理すると Hexadecen･10･in･12･

oI･(1)をえる.これを蒸潤.そして誘串体をへて糊fE!

蝉離し,半水添すると 10-trams,121Cfs体 Ⅳ なえ

る. この 4′･N･は先に Ⅱ)で合成したもの,および

天然物のそれと況融しても融点降下を示さない.又,

IRは天然物と一致した.なお4異性体の 4′･N･の混

融結果は1表の通りである.

生物試験の結卿 ま2衣の通りであるが,天然物 Ⅰの

L.E.が 10~10で,合成物 Ⅳ の 10ー12に劣っている

が,その理由は 1)Testの誤差範uflが 10-20% で

あること. 2)天然物は誘導体をへて精製単離した.

3)新鮮皮に疑問がある. 4)天然物については Test

は,1度しか行いえなかった等によるものと考えられ

る.1 〔畑中鎖和〕

4)このものは IRで cis体は存在しない.
5)4′･Nitro･azobenzolcarbons左ure-4-ester
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